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新潟県十日、町上水道水源調査報告管

蔵田延男鼎村下敏夫撒森　和雄鼎

　　　　　　　　　　　：R6sum6

0n　tke　Water　Source　for　Municipal　Water　Supply　of

　　　　　Tδk批machi，NiigataPrefecturρ

by

Nobuo　Kur3ta，Toshio　Murashita＆K：azuo　Mori

　　　The　town　of　T6kamachi　is　situtated　on　tlle　Diluvial　terrace　at　the　east　bank　of　River

Shinano，翫nd　Tertiary　mo“ntains，rise　on　the　back　of　the　town。

　　　Following　hydro－geological　survey，the　writers　could　say　that　the　Tertiary　mountain

playedanimportantroleOnthecatch箪1entarea．
　　　Therefore，the　municipaI　water　supply　in　the　to宙n　should　be　obtained　from　the　confined

water　in　Pli6cene　conglolmer我te，through　the　borehole，about130meters　in　depth，at　t｝1e　east

side　of　the　town．

要　　約

　1．新潟県十督町の上水道水源を貯水池にすべきか，

井戸水源にすべきかを検討する目的で，特に作井水源を

施設する場合の可能性，作井適地の選定を行つた。

　2．十目町の東側背面には，西に傾斜する第三紀暦が

あり，礫岩暦に富み，信濃川を羨んで対岸にも同様東に

傾斜する第三紀暦あり，これらの中聞に作井盆地的構造

が推定きれるので，好個の作井條件を具えていると認め

られる。

　3．電探結果を併せて考慮すれば，十日町市街地東側

に推定きれる断暦め東側において，130m程度の深度の

作井を試みることによつて，有利な作井水源が得られる

可能性が大きい。

　4．田川に予定できる貯水池は，崩壊しやすい地質條

件の上，濾過および導水施設などをも必要とし，給水規

覆・（現在人口15，000人，計画給水人口ぎ0，000人）よりし

ても，作井水源の方が遙かに有利に思われる。まず作井

適地として選定されうる田川・晒川合流点東側にテスト

ボーリングを試みることを推奨する。

1。緒　　雷

和27年7月下旬行つた調査結果を記載したものであり，

同町当局の諒解を得てこ只こ発表する次第である。

　十日町は新潟県中魚沼郡の主邑であるが，最大積雪量

4．25mという，人口10，000人以上の集落としては世界有

数の多雪地帯であり，また年較差5％，車均80％とぐ・う
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地質調査所月報（第4巻第9号）

多湿な気候は織物工業に適し，お召・明石・わいとりち

りめん・シホンベルベツトなどの高級織物ゐ産出をもつ

て広く世に知られている。現在人口は12，800弱の程度で

あるが，隣接村を含めると，その所在稼動織物工場数は

180，工業八口は総人口の70％を占める。

近い将来隣村の併合に伴い・市制の施行きれる場合・

市街地大部分の完全給水に加うるに織物工場の用水・特

に染色整理および仕上用に最小限度5・000～8・000m3／d

の水を必要とする状況であり，あえて本報文を同町上水

源計画今後の参考に供する次第である。なお調査行動

中，作業に協力された町当局・商工会議所・織物協同組

合なと関係各位に厚く感謝の意を黍する（50，000分の1

地形図十日町，松の山温泉および25，000分の1十日町参

照）。

　　　　　　　　　　　　　、

2．1水利の現況

　現在十日町の国道際山麓部では，背面山腹の湧水およ

』ぴ山麓に施設された横井戸により，またそれ以外の信濃

　　中　　　　　　　　　　　　ぬギヰ　れ　じゅ　　沢　　　　　　な0の

．…ξ勲じζ，ノ
・一＼幽（・〆
第2図　十日町市街地自由面地下水の水比抵抗値等値線

川寄り平坦部では，段丘上の手掘竪井戸および一部掘抜

井戸により，それぞれ飲用・工場用および雑用の水を得

ており，一般民家はいずれも屋内に手押ポンプ井戸を設

け，また工場は屋外あるいは屋内の井戸から1～2馬力

・の動力により揚水している現状にあるが，工場排水の増

加は市街地の全体に亘り地下水を汚染し，町の東南部よ

り西北に向い水質悪化の傾向をたどつている（第2図参

照）。

　　　　　　　　　　サラシガワ
　かつては町背面田川の麦流，晒川に布を晒して十日

町織物を産み出したのであるが，少なくも現在では表

流に期待することは著しく困難となつてきており，市街

地西南部中沢川畔の一部に10数本の打込井戸（深度11～

12m程度，1吋孔径）が自噴井として用いられてい為以

外ほとんど大部分の水が，竪井戸および横井戸によつて

得られている。防火用水も農業用水路より分水した流水

が唯一の水源であり，夏の渇水期などにはほとんど無に

等しい。従つて経済的な條件を別とすれば，上水道の必

要性と，その新設に対する要望とは，越後平野地域にお

ける水質不良地区の諸町村に優るとも劣らず大きく強い

のである。

3・附近の地質おホび水理の概観

3．1地質
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、十目町の市街地は，信濃川右岸の洪積段丘く海水準面

上135～165m）上に位置しているが，その東側背面に

は，N30。Eの方向に直線状に連る崖～急斜面註1）があ

り，これより東側においては，’220～360m（海水準面上）

の位置に1／15程度の勾配で西に傾く平坦面を支える砂礫

暦（以下この砂礫層を，それが南方において広く台地を

作つている故に台地砂礫暦と呼んでおく）が現われ，て一

の下位に，第三紀膚の比較的上部と推定される礫岩・砂

岩・泥岩の互暦が分布している。この互暦はN30。Wの

走向を有しl　NWに10～1駅傾く単斜構造を示している

が，層の組合せに多少の変化がある程度で，6～8km

東方まで連続している，

　既存の油田地質調査資料によれば，この第三紀暦は，

北方の川口油田の和南沢暦の一部，北西方の岡野町油田

の小国暦に該当するもの（中部鮮新統相当）となるが・．

この最上部は特に礫質顕著となつており・その部分は十

日町の位置する洪積段丘下にも，第三紀暦の最上部の暦

として分布しているようである。

　十日町の位置する信濃川右岸段丘崖より，1，300m距

てて対岸には，これまた比高差45m（±）の垂直崖が直

線状に蓮なり，その上層8ん10mの厚きの部分が，ユ70

～200m（海水準面上）の位置に段丘面を麦える洪積礫暦

で，それ以下には礫岩・砂岩・泥岩の互暦（前述小国暦

該当層）がほとんど水平に南北方向に連続して露出して

いる。この西側背面には，200～220m附近にワ30程度の

勾配の面を形成する別種の砂礫暦（前述の台地の砂礫暦魎

に近いものと思われる）が現われ，それより少し西すれ

ば，互暦は漸次傾斜を増し，信濃川より2km程度で，

傾斜20～250程度を示すようになつている。

3．2水理
一
十 日町東側の第三紀暦の山地は，稜線部の標高600～

700卑を保ち，N30。Wのほy地暦の一般走向の方向に連

なる分水嶺を形成しているが，・その位置は国鉄上越線中，

通過する魚野川筋との中間より東寄りにや＼偏つている

ため，西側十日町側に発達し・ている侵蝕谷は4（ノ8km

程度の深さにまでおよび，しかもそれらは地暦の走向を

切つて，1，000m程度の比較的近似の閲隔をおいて，平

註1）　この崖一急斜面は一見古い段丘崖のように砥見られる。しかし後

述するよ5にこれに澹つて第三紀層を切る断屠が推定されるo牝讐しそ

の東側に分布する台地砂礫暦がその影響を直接受け兎か否かは明らかゼ

ない。
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．新潟県十日町上水道水源調査報告　（藏田延男・村下敏夫・森　和雄）
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行的に派生しており，各谷の集水面積もそう著しい差異

がない。従つていずれの谷においても流量には著しい差

がないが，その集水地区は崩壊しやすい地質條件のた

め，降雨によるこん濁の度は高く，減水期においてまつ

たく渇水するということはないが，一時的出水はその都

度何らかの災害を誘発している己

　通年3月中旬に至り，南の湿風が訪れると，融雪量は

急激に暦加し，これらの表流は一時に流量を増加する

が，同時に附近の地下水位をも上昇させる。3月1カ月

、における1一日融雪：量は，14～15mmに達するが・こ紅ら、

の影響は5月まで続き，6月に入つて地下水位は下降し

はじめる註2）・積雪期には著しい渇水位を示すことは既知

の事実であるが，雲層直下の土暦の著しい乾燥と相まつ

て年聞相当長期聞に亘り，地表の滲透が極小となること

が考えられる。それに伴う水位の低下は十日町で2m程

度におよぶ。

　十日町背面の台地砂礫暦中には，湧水（湧出口1ヵ所

あたり，調査当時湧出量0．2～0・31！s程度）があり・ま

たその下位第三紀互層中にも小湧水が点在するが，これ

らの水は十日町段丘砂礫層中の第1水暦（市街地で調査

当時深度2～3m）の永と，台地砂礫暦の西縁に見られ

るN30。Eの方向の崖～急斜面に澹う直線状の境界をもつ

て，不連続に接していることがかなり明瞭に認められ

る。

　十日町段丘にはなお第2璽水層（深度6～7m）があ

り，また南側川治川の形成したと考えられる扇状地末端

註2）農林省林業試験場十日町試験地保存の資料および高橋喜李技官の

　　談話による。

に当る島部落下には，主として川治川の滲透水の供給を

受けていると推定きれる小湧水群（湧出口1ヵ所あたり

0・6～0・71／s程度）が分布しでおり乳き艇＋目町段丘

堆積暦と川治川扇状地堆積暦との接触線に滑う中沢川の

川畔の一部には，十日町段年堆積暦中の一部の水と推定

されるものが，被圧面地下水となつて存在している。

4．　上水道水源の比較検討

　以上述べきたつた町の現況および周囲の自然條件より

みれば，隣接村一部を合せ，人口15，000程度に対し，上

水道給水を実施することは，きわめて適切な事業であ

り，特に180を数える織物工場の用水と，雪道をもつて

繋つている家屋密集地帯に対する十分な防火用水とを，

常に確保し亡おくということは，町の発展のため，最大

にして不可欠の要素であろう。

　給水量1人1日200ノを見込めば，計画給水人口30，000

人として，その水源として着眼される対象としてはパー1

応次の3者が考慮されうる。

　すなわち，

　〔1〕信濃川の表流またはその川敷地の浅層地下水源

　〔2〕東側第三紀暦山地の漢流などの表流水源

　〔3〕　作井による深暦地下水源

　以上3者の中，〔1〕は最も確実かつ豊富に確保できる

が，配水池適地まで距離にして少なくも2，000m以上，

揚程にして少なくも70m以上の邊水を必要とし，かつこ

れに加えて濁水処理の濾過池が必要となり，この程度の

給水規模では負担の大きくなる不利な水源である。また

〔2〕はさしあたつて町地内に水源と流路のほとんど全部
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を有する田川の表流利吊が考えらむる。田川は支流晒川・

（集水面槙2．5km2）と別に集水面積21km2を有し，調査

当時の流量0，5～0．8m3／s，町役場土木課調の最大洪水量

5m3／s弱程度の規模で，その水は清水峠（699・5m）・中

将岳（692m）闘の稜線を分水嶺として流下している。

その流況および水利権よりみて，そのま㌧の取水は到底

不可能で，貯水による以外考えられない。幸い中流部津

池部落附近旧発電所施設跡に堤高15m，天端長80m程度

の築堤を行えば3、ポケツトや＼大きく，概算170，000m3

程度が貯水できそうである。

　この堰堤予定地附璋は西に15。程度で傾いている擬友

質砂岩および礫質泥岩暦が分布し，土堰堤築造に信かな

らずしも悪い條件ではないが，

　11）貯水池への土砂の崩落・流入さかんで，従つて池

底の埋没が活溌に行われるものと予想きれる。

　（2）雨後の濁りを除去するため，濾過の施設を必要と

する。

　（3）配水池への揚水動力費が省略できる代転約4，000

mの邊水管の敷設とその管理が必要となる。

　（4）上流になお相当町歩の水田を有し，その排水が混

入する。

　（5）築堤粘土の入手がや＼困難である。

などの点が一応問題となろう。

　これらに対して，〔3〕は周隅の地質より概観しても・

洪積層あるいは第三紀暦中の被圧面地下水の存在が十分

推定できる條件であるから，作井水源が上水道水源の対

象として可能覗されるわけであり，従つ七作井適地の選

定に宜しきを得れば，作井水源の性格よらみて，建設・

維持および利用の各般に亘り，きわめて有利な水源が期

待できるわけであり，6，000血3／d罹度の給水規模には好

個の水源対象となるものと考え、られる。

5．作井水源候翻地の探査

　15．1　第三紀層の水理地質的検討　・

　・中條村内の漢流2，十日町内田川およびその支流池

沢・晒川・川治村内川治川・水沢村内凋根川および入聞

川の踏査結果によると，10～15。で西斜する第三紀暦は，

礫岩暦あるいは礫質部に著しく富む砂岩・砂質泥岩・頁

岩などの互暦で，このほか極く薄暦の亜炭暦・埋木を含

む泥岩暦や凝次質砂岩などを伴つているが，礫岩層は個

夕には1～5mの暦厚を有し，しかも全体のほW3♂／4

、程度を占め，概して優勢なメンバーである。しかもぞ

れぞれそれらの礫岩は，比較的淘汰十分の安山岩を主と

した礫片よりなり，その透水能は第三紀暦として良好な

ものと思われる。またその暦の連続性，上下の緻諮質暦

との関連，緩斜している地質構造などかち推定しても，

その地下水面下における被圧の帯水條件は聞違いないで、

あろう。しかもこの互暦部の上暦位は，きらに著しく礫

岩質の度を増し，それがほとんど水平に近く重つている

台地砂礫暦下に，くさび形に分布している（田川の両岸

においては，，それがおぼろげにわかる程度であるが，後・

述する電探の結果がよくそれを示している）。

　台地砂礫暦と呼び得られるものは，多少粘土質の砂に

セヌントきれた1花嶺岩・珪岩？安山岩など数種の円～

・楕円形の礫片よりなる砂礫暦で，一ところどころに1～2

mの厚きの粘土暦を挾み，田川北側の山上平坦面で最も

狭く，これ以南においては漸次東西幅を塘加して分布し

ている。それ自体は（少なくも十日町附近では）高所に

すなわち大部分地下水面上と推定される位置に所在して

いるので，F貧弱な帯水暦に過ぎないが，降雨の滲透地盤

、としては，相当程度（数個の露頭より孔隙率25～30％程

度，可採水含有可能率20～23％程度と推測）高く評価で

　きる地質と考えられる。

　従つて少なくも十目町東側背面の山地は，第三紀暦を

主体とする地質的集水地域とみなしてさしつかえなく・

地形に無関係の地暦の連続する限り広範曲にひろがりう

る集水地域より滲透・集積してくる地下水を，十日町の

地下水深部におbて第三紀暦中に期待することは困難で

はない。

　十日町市街地の位置する段丘堆積暦中には前韓したよ

　うに・若干量の地下水が存在はするが・深度10導余の既

設の井戸程度ではまとまつた水量は得られないし，洪積

層基底に至っても，その水の酒養源は山聞漢流の滲透：水

　と台地砂礫暦中の地下水の程度であるから，大量の集水

は期待できない。

　信濃川を距てた対岸の埴質露頭より推定すると，ごれ、

　ら段丘堆積暦下にも，第三紀互暦の存在することは明ら

かであり，深部にまで作井すれば，被圧面地下水の取得

は，作井盆地的の地質構造であることからみて，非常に．

有利に期待できそうである。

　た馬北方川口油田の調査結果によると，田川入川に

　　　　　　　　　　　チ滑う断暦（田川入断層）が西南方に伸びており，その延

長が中條村五軒新田東側山粥を横切り，同村新座を通過

　し・十貝町市街地東側に蓬していることが予想できる。

台地砂礫暦をのせた第三紀互暦が，中條村新座以南，「十

　目町・川治村および水沢村にかけて，かなり見事に直線

状に裁切られている事実は，この断暦の存在の積極的証

拠にはならないにせよ，ある程度の暗示を与えているよ

　うには思われる。こ、にもしそのような断暦が存在する『

ならば，作井盆地的の地質構造を乱す1因子として，作
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井適地の選定に際して一応の関心をもつて考慮しなけれ

σまならなも、カ〉も矢口れない。

　5．2電探によるそれらの補足調査

　洪積暦の厚き，一第三紀暦中礫岩ん礫質部の地下分布の

概略，田川入川断厨延長部の存否についての検討，以上

3つを探査目的乏して，ギツシルニー電探（島津製，電

　　　　〃0／6
　　　　30　4050κΩ＿e恥

用『玉

5ρ

ノ00

1ヂo～

　　　煽α2ノ
’0　　203040専σべn一鋤

（藏田延男・村下敏夫・森　和雄）
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的　　㎝　　一　　曽

r　o

，3

50

’00

第4図＋日町篭探比抵抗曲線2例

源電圧45～90Volt）4極上ヒ抵抗法26沮晒、点，＄P3浪峰泉を計

測した。特に比抵抗法は，信濃川対岸吉田村地内の段丘

、面上における潮点，を含め，前述各種地鷺に対する比抵輝

曲線形を求め，できうる限り長深度の計測結果を集め，

相互の曲線形の比較により，地表地質調査の結果を補足

するようにし，第5図のような地質断面を推定すること

ができた。曲線形の比較からもまた，確かに断暦の存在

力∫示されるに至つた華3）。

　5．3　作井適地の選定

　中魚沼郡内の信濃川沼岸一帯には，第三紀暦中の採水

を行つているような既設の作井水源はほとんど見当ら

ず，しぜん作井結果に対する到断は地質的観察結果に基

くほかないが・上述の各種の調査結果によつて・十日町

あるいはその附近における井戸水源として，第三紀暦上

部の礫岩暦と，礫岩・砂岩・泥岩などの互暦よらなる暦

中の礫岩暦の部分とから収水できるような作井を施設す

るとどにより，相当程度有利な條件で，被圧面地下水が

得られるものと鋼断される。，

　1．その作井適地は，配水池の位置，揚水に際しての

吸上揚程のなるべく小きくなる地点というよ、うな條件を

　註3）十日町中学校附逝断暦通過予定個所で行つ弛SPによる異常徴候の
　　　検出は＋分明瞭なものが得られなかつ弛。
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　　　　　　　　　　　　　　　地質調査所月報

考慮に入れるならば，田川澹いのなるべく低い地点とな

る。しかも，断暦以西の部分よりも，その背面に一蓮の

確実な地質的集水地域をようしている断暦以東の部分の

方が，より好ましいと考えられる。’従つて十目町町内，

田川と晒川との合流点東方，来迎寺北側の町有住宅地附

近，または電探測点No．21附近を最初の作井候補地とし

て選定するのがのぞましい。

　なお第2の候補地と一しては，十目町小学校前，晒川川

畔力∫推奨される。

　なお第1号ボーリングの掘作結果によつては，断暦以

西の田川川岸に第2の作井点を求めること1も考え得られ

るであろうし，井戸干渉を防止する意味では，むしろ賢

明かも知れない。

　2・第1候補培における作井深度は，130m程度まで

とし，この間において収水すべきである。

　3．すでに述べた通り，附近には被庄面地下水利用の

（第4巻第冤9号）

既設の深井戸作井水源はほとんど見当らず，従つてその

水質については，確言できないが地質的には少鷺くとも

鉄分などの特に顕著な含有が期待される可能性はなく，

お＼むね良質・恒温かつ相当に高い圧力面を示す水暦に

遭遇できるものと予想きれる。

　これを要するに，第1の候補地におけるテストボーリ

ングの結果によつては，貯水池に比較して種々の点で有

利な水源が施設し得られる公算は十分に大きい。

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和27年7月調査）一・

　　　　　　　　　参考交献

　1）新潟県魚沼油田（大日本帝国油田第10区）地質及
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　2）新潟県川口油田・竹沢油田（大日本帝国油田第43

　区）地質及び地形図説明書，・昭和15年，地質調査所
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